
農
業
協
同
組
合
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

戦
後
設
立
さ
れ
た
農
協
と
農
業
委
員
会
は
、
幾
多
の
変
遷
を
経
な
が
ら
、
我
が
国
農
政
の
根
幹
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て

き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
間
の
我
が
国
経
済
社
会
の
変
貌
や
、
地
方
の
農
業
を
取
り
巻
く
構
造
変
化
の
中
で
、
自
主
的
な
改
革

も
含
め
て
、
多
く
の
改
革
が
求
め
ら
れ
る
に
至
っ
て
お
り
、
技
術
革
新
・
六
次
産
業
化
等
に
よ
る
高
付
加
価
値
化
、
輸
出
も
視

野
に
入
れ
た
需
要
の
開
拓
、
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約
化
等
を
通
じ
た
農
業
の
成
長
産
業
化
、
更
な
る
地
域
振
興
、
多

様
な
農
業
の
発
展
と
農
家
所
得
の
向
上
な
ど
そ
の
成
果
を
着
実
に
あ
げ
て
い
く
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
の
農
協
が
、
地
域
の
農
業
者
と
協
力
し
て
農
産
物
の
有
利
販
売
・
生
産
資
材
の
有
利
調
達
等
に
創
意

工
夫
を
生
か
し
て
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
農
業
委
員
会
が
、
そ
の
主
た
る
使
命
で
あ
る
農
地
利
用
の
最
適
化
を
よ
り

良
く
果
た
し
、
農
業
者
の
更
な
る
経
営
発
展
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
一
体
的
に
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ

る
。こ

う
し
た
中
で
、
長
い
歴
史
を
有
し
、
地
域
と
共
に
存
在
し
て
き
た
農
協
と
農
業
委
員
会
の
改
革
に
当
た
っ
て
は
、
当
委
員

会
で
も
出
さ
れ
た
多
く
の
意
見
を
踏
ま
え
、
関
係
者
の
不
安
を
払
拭
し
、
着
実
な
推
進
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

よ
っ
て
政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
の
実
現
に
万
全
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。

一

農
協
改
革
の
目
的
で
あ
る
農
業
所
得
の
増
大
の
た
め
の
農
産
物
の
有
利
販
売
・
生
産
資
材
の
有
利
調
達
が
確
実
に
達
成
さ

れ
る
よ
う
、
協
同
組
合
組
織
の
発
展
を
進
め
る
中
で
、
農
協
が
自
主
的
な
改
革
に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
を
基
本
と
す
る
こ

と
。

二

農
協
の
理
事
構
成
及
び
農
業
委
員
の
構
成
に
係
る
農
林
水
産
省
令
の
制
定
に
当
た
っ
て
は
、
制
度
の
趣
旨
を
踏
ま
え
つ

つ
、
組
織
・
運
営
の
自
主
性
・
自
律
性
を
最
大
限
尊
重
し
、
関
係
者
の
意
向
や
地
域
の
実
態
を
踏
ま
え
た
適
切
な
も
の
と
な

る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

三

准
組
合
員
の
利
用
の
在
り
方
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
農
業
協
同
組
合
法
第
一
条
の
目
的
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
正
組



合
員
数
と
准
組
合
員
数
と
の
比
較
等
を
も
っ
て
規
制
の
理
由
と
し
な
い
な
ど
、
地
域
の
た
め
の
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
農

協
が
果
た
し
て
い
る
役
割
や
関
係
者
の
意
向
を
十
分
踏
ま
え
る
こ
と
。

ま
た
、
改
正
後
の
農
業
協
同
組
合
法
第
七
条
に
つ
い
て
、
准
組
合
員
の
事
業
利
用
を
規
制
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
な
ど
、

そ
の
改
正
趣
旨
を
適
切
に
周
知
す
る
こ
と
。

四

農
業
協
同
組
合
法
第
一
条
は
「
農
業
者
の
協
同
組
織
の
発
達
を
促
進
す
る
こ
と
」
を
旨
と
し
て
お
り
、
そ
の
観
点
か
ら
、

農
協
の
組
織
変
更
は
、
あ
く
ま
で
選
択
で
あ
り
、
決
し
て
強
制
的
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
周
知
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
株

式
会
社
へ
の
組
織
変
更
に
つ
い
て
は
、
省
令
に
お
い
て
定
款
に
株
式
譲
渡
制
限
ル
ー
ル
を
明
記
す
る
よ
う
措
置
す
る
こ
と
。

五

農
協
・
全
農
等
は
、
経
済
界
と
の
連
携
を
図
り
、
農
業
・
食
品
産
業
の
発
展
と
農
家
所
得
の
向
上
に
資
す
る
経
済
活
動
を

積
極
的
に
行
う
よ
う
に
す
る
こ
と
。

六

農
協
、
信
連
及
び
農
林
中
金
は
、
担
い
手
等
の
新
し
い
資
金
需
要
に
適
切
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
農
業
融
資
に
積
極
的
に
取

り
組
む
こ
と
。

七

全
中
監
査
か
ら
公
認
会
計
士
監
査
へ
の
移
行
に
当
た
っ
て
は
、
農
協
の
監
査
費
用
の
実
質
的
な
負
担
を
増
加
さ
せ
な
い
等

の
配
慮
事
項
が
確
実
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
関
係
者
の
協
議
を
踏
ま
え
、
試
験
的
な
実
証
を
行
う
な
ど
万
全
の
措
置
を
講
ず

る
と
と
も
に
、
農
業
協
同
組
合
監
査
士
の
専
門
性
が
生
か
さ
れ
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。

八

今
回
の
農
協
改
革
に
伴
い
、
税
制
に
関
し
て
万
全
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

九

農
協
等
、
我
が
国
協
同
組
合
の
目
的
・
理
念
に
つ
い
て
、
国
民
的
理
解
が
深
ま
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
。

ま
た
、
農
業
団
体
は
、
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
に
お
い
て
基
本
理
念
の
実
現
に
主
体
的
に
取
り
組
む
よ
う
努
め
る
も

の
と
す
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
農
業
団
体
に
関
す
る
政
策
を
含
む
、
具
体
的
農
業
政
策
の
決
定
に
当
た
っ
て
は
、

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
施
行
に
関
し
調
査
審
議
す
る
食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議
会
の
意
見
を
尊
重
す
る
こ
と
。

十

農
協
系
統
組
織
は
、
そ
の
構
成
員
の
た
め
の
組
織
で
あ
る
と
い
う
原
点
を
踏
ま
え
、
協
同
組
合
に
対
す
る
誤
解
を
惹
起
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
そ
の
事
業
の
実
施
に
際
し
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
公
平
・
公
正
な
運
営
に
努
め
る
こ
と
。

十
一

公
共
性
の
高
い
農
地
の
集
約
や
権
利
移
動
に
関
す
る
農
業
委
員
会
の
決
定
は
、
高
い
中
立
性
と
地
域
か
ら
の
厚
い
信
頼



を
必
要
と
す
る
こ
と
に
鑑
み
、
農
業
委
員
の
公
選
制
の
廃
止
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
の
代
表
性
が
堅
持
さ
れ
る
よ
う
十
分
配

慮
し
、
農
業
委
員
の
任
命
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
委
嘱
及
び
そ
の
た
め
の
推
薦
・
公
募
等
に
つ
い
て
、
定
数
を
上

回
っ
た
場
合
に
関
係
者
の
意
見
を
聴
く
な
ど
、
適
正
な
手
続
に
よ
り
公
正
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

ま
た
、
女
性
・
青
年
が
農
業
委
員
に
積
極
的
に
登
用
さ
れ
る
よ
う
、
制
度
の
趣
旨
を
周
知
徹
底
し
、
働
き
か
け
を
行
う
こ

と
。

十
二

農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
に
つ
い
て
、
そ
の
業
務
を
適
切
に
遂
行
で
き
る
よ
う
十
分
な
定
数
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、
農
業
委
員
及
び
推
進
委
員
の
報
酬
に
つ
い
て
、
業
務
に
見
合
う
適
切
な
水
準
に
す
る
こ
と
。
ま
た
、
農
業

委
員
及
び
推
進
委
員
の
資
質
向
上
の
た
め
、
研
修
の
機
会
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
事
務
局
体
制
の
整
備
強
化
を
図
る
こ

と
。
以
上
を
実
施
す
る
た
め
十
分
な
予
算
を
確
保
す
る
こ
と
。

十
三

農
業
委
員
会
は
、
農
地
中
間
管
理
機
構
と
の
連
携
を
強
化
し
、
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
適
切
な
役

割
分
担
と
連
携
の
下
に
、
委
員
会
全
体
と
し
て
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
を
加
速
す
る
と
と
も
に
、
耕
作
放

棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消
等
が
効
率
的
・
効
果
的
に
推
進
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

十
四

市
町
村
長
と
農
業
委
員
会
は
、
密
接
に
連
絡
し
、
人
と
農
地
の
問
題
の
解
決
な
ど
地
域
農
業
の
発
展
に
責
任
を
持
っ
て

取
り
組
む
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
農
業
委
員
会
及
び
農
業
委
員
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
構
が
関
係
行
政
機
関
に
対
し
提
出
す

る
意
見
に
お
い
て
、
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
関
す
る
施
策
に
関
わ
る
農
業
・
農
村
の
問
題
を
幅
広
く
く
み
上
げ

た
現
場
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

十
五

現
場
か
ら
距
離
を
置
い
た
と
こ
ろ
で
判
断
す
る
と
い
う
農
地
転
用
許
可
制
度
の
基
本
的
考
え
方
に
鑑
み
、
農
業
委
員
会

は
、
都
道
府
県
農
業
委
員
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
構
の
意
見
聴
取
が
義
務
化
さ
れ
て
い
な
い
三
十
ア
ー
ル
以
下
の
農
地
に
つ
い

て
も
、
そ
の
意
見
聴
取
を
活
用
で
き
る
こ
と
の
周
知
を
図
る
こ
と
。

十
六

農
業
生
産
法
人
の
構
成
員
要
件
の
緩
和
に
伴
い
、
農
地
が
農
外
資
本
に
支
配
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
制
度
を
適
切

に
運
用
す
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


